




要約:妊娠中に妊婦の持つ不安が分娩予後に与える影響を調べるために、妊娠中期( 25.4

±1.5 週)と妊娠後期( 30.4±1.6 週)に STAI ( State Trait Anxiety Inventory )を用い

て不安尺度の測定を行い、分娩予後との関連を調べた。対象は産科合併症のない初産婦 1l7

例である。その結果分娩所要時間が 17時間以上の群では 16 時間以下の群と異なり妊娠中

期の状態不安が後期にかけて有意な低下を示さなかった。同様に分娩時の出血量が 500ml

以上の群では 500ml未満の群と異なり状態不安の有意な低下が認められなかった。また新

生児の体重を比べてみると、SFD を出生した母親の状態不安は妊娠中期から後期にかけて

有意な低下が認められなかった。以上の結果から妊娠中の母体の不安状態の持続が分娩予

後に大きな影響を与えることが示された。


